
特集 色

「色」は、もともと色彩を意味する言葉ではありません。

万葉の時代には血縁を意味し、兄や姉を「いろせ」や「いろも」と呼びました。

恋するもの、男女の交遊、女性の美しさ、さらには美しいものの一般名称へ。

そして、さまざまな使われ方を経て、現在のような意味になりました。

いつの時代も「色」は、強く引かれる何かを表す言葉でした。

色彩、色気、音色 ―― 舞台の上には、魅力的な「色」がいっぱい。

磨かれた技術や道具、そして身体が発する色が、私たちの日常を色づけます。

実演芸術を彩るいろいろな「色」を探してみました。
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　骨格や内臓のコスチュームに不思議な音楽。はじめ

は所在無げな観客も、いつの間にか森山開次さんの踊

りに自然と導かれ、惹かれ、巻き込まれ、気がつけば

『LIVE BONE』の世界の中にいる。子供番組「から

だであそぼ」から生まれたこのパフォーマンス。厳選

された色彩がひときわ鮮やかに映える舞台空間を、一

体どうやって創り上げているのだろうか？

「僕にとって色はとても重要な表現の一つ。コス

チュームを着ることは色を纏うことでもあります。昔

は衣装を自分で染めていましたが、今では舞台の空間

を踊りで染めています。照明で空気に色もつけますが、

空間に色がつくように描きながら踊っています。舞台

で動くこと、そこに存在していることで生まれる身体

が発している空気の気配や色にこだわっています。こ

の作品では僕とコスチュームが仲良くなる時間が必要

でした。踊りの動きとコスチュームはとても密接な関

係にあります。身体と一体となった動きで目の前の観

客にどんな印象を残せるかが大切だからです。空間に

コスチューム、照明、踊りが重なってその時に色合い

が生まれる。そして観ている方達の気分によっても色

はそれぞれ違うかもしれません。観客の脳裏に焼きつ

いた色がどんな色だったのか、それが僕にとって一番

興味深いことですね」

　森山さんは稽古場では黒の上下しか着ない。それに

はどんなこだわりがあるのだろうか？

「稽古場で黒でいるのは舞台で変化するためです。作

品の中で衣装を着た時の発見とか喜びもありますし、

黒から何かを纏っていくという作業が、人前で踊ると

いう高揚感を高める。着飾るということが楽しみでも

あるので、稽古場ではなるべくシンプルでニュートラ

ルにしていたい。そして舞台で踊るということは人と

出会い、自分の色を発見することでもあります」

　舞台は観るものだとばかり思っていたが、実は舞台

から観られていることでもあった。

「僕も観られていますが、実は僕も皆さん一人ひとり

をじっくりと観ています。踊りながら観る風景という

のも実に楽しくて毎回ワクワクします。踊りというの

は求愛の舞が原点ですから、観客と僕が踊りによって

引き合い、気持ちが一体となれば、そこに色気も生ま

れるかもしれません。年齢や時代に応じて踊りも感じ

方も自分の色もどんどん変わっていくでしょうが、こ

れからもずっと自分の変化を感じて楽しみながら、観

客も自分も、元気になる踊りを続けていきたいと思っ

ています」
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PROFILE　1973年神奈川県生まれ。2001年エジンバラ・フェスティバルにて「今年最も才能のある
ダンサーの１人。彼一人を観に行く価値あり」と評され、ソロ作品の発表を開始。2012年発表『曼荼羅
の宇宙』にて芸術選奨文部科学大臣新人賞・江口隆哉賞受賞。演劇・映像・ファッション・写真作品な
どあらゆるジャンルを横断してクリエイションを重ねている。
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